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8) 谷川雁と村上一郎との同人制は『試行』10号, 1964年までで, 11号, 1964年から
は吉本の単独編集となった。この間の事情については山本哲士らの吉本隆明研究
会編『吉本隆明が語る戦後55年』第１巻, 三交社, 2000年に詳しい。
9) 『言語にとって美とは何か』(２巻本) 勁草書房, 1965年｡『共同幻想論』河出書
房新社, 1968年。






























15) 『源実朝』筑摩書房, 1971年｡『初期歌謡論』河出書房新社, 1977年｡『戦後詩史
論』大和書房, 1978年。














































































ものであった26)。主体論, 行為論, 運動論, 構造論（幻想論), 資本主義の















もとより, 吉本は大きな影響力を, 日本文化に及ぼしており, 社会学も例
外ではない。現代日本社会学の代表的な論客は, 批判的立場も含めてのこと
であるが, すべて吉本の影響下にあると言ってよいほどと思われる。たとえ



































示される。そして, 概念群は行為主体すなわち人間, 行為, 相互行為ないし
社会関係, 集団・組織, 構造, 変動といった基礎概念を基軸に, 多様な概念
群が相互に関連づけられながら成立している28)。したがって, 社会学原論の
































































型が登場したのである34)。もちろん, 交換のみではなく, 闘争と殲滅, 闘争
桃山学院大学社会学論集 第37巻第２号12

























































































































































































































































変容していった。70年代になって, 脱産業社会論, 消費社会論, 情報社会論,
世界社会論など多様な現代社会論が次々と登場して来たが, もはや一つの類
型で社会総体のビジョンを把握できる時代ではなくなった。産業化, 高度産
業化とともに, イデオロギー的思想的課題は重みをなくし, 浮き上がり, 消
滅していった。もっと広く長期的に見るならば, 資本主義と産業化の進展は,
いわゆる経済的下部構造を大きく変化させ, それにしたがって上部構造とも















































































































































This paper is an introduction to social theory of Takaaki Yoshimoto, who is one
of the greatest men of thought in the post-war Japan. He has been publishing
many books, contents of which are literature, politics, psychology, philosophy,
history, sociology and poems. Although he is not professional sociologist, his
works can contribute to developing social theory, which includes general social
theory (theoretical sociology), total social theory (theories on modern society)
and sociological methodology. This paper aims to extract and arrange his social
theory through reading his works intensively.
First, his life-history is depicted in chronorogical order, or in each decade of
post-war Japan history.
Second, his general social theory is arranged on the base of a system of gen-
eral social theory, which I have constructed. At the same time, methodological
and epistemological problems are discussed.
Third, his theory on modern society is examined while referring to theories on
modern society in post-war Japan.
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